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　本杉さんは中学生のとき、寮の先生に誘われたこと
がきっかけで写真撮影を始めました。
　若い頃は、目に映るものをがむしゃらに撮り、全日
本写真連盟静岡県写真展や裾野市消防団出初め式の写
真コンクール、裾野の農業フォトコンテストなどに応
募し、多数の受賞歴がある本杉さん。
　今は、コンクールなどには応募せず、地域の祭りの
風景や建造物などを撮影しています。「自宅を出ると
きは常にカメラを持ち、気に入ったアングルを見つけ
ると、すぐにシャッターを押すのが習慣になっていま
す。自由に撮影しているので、ますます写真にはまっ
ています」と話します。

　先月は、千福が丘
アートサロンで市内の
神社を題材にした写真
展を開き、深良地区５
社と須山地区３社の計
８社、全30カットを

展示しました。同サロンでの市内神社の写真展示は４
回目で、今回で神社庁に登録されている市内の神社
35社、全ての写真を展示しました。
　本杉さんに今後の目標を聞くと「次は、黄瀬川を題
材として写真展を開きたいです。
黄瀬川の源流から狩野川と合流す
る下流域まで、黄瀬川の全てを撮
影していきます」と静かながら、
しっかりとした口調で語ってくれ
ました。

本杉 博一さん
（76歳・公文名４）

市内の神社を丸５年かけて撮影

　８月19日㈬、さくら保育園
ですいか割り大会が行われまし
た。園児は、順番に目隠しをし
て大きなすいかを目がけて「え
いっ！」と棒を振り下ろし、上
手に割ることができました。
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